
外形図

All Rights Reserved, Copyright © 2016,  Yokogawa Electric Corporation.
記載内容はお断りなく変更することがあります。 Printed in Japan.

表記のない寸法許容差は、「普通許容長＝± (JIS B0401-1998 の公差等級 IT18 の差 )/2」とします。

IR250-D
赤外線ガス分析計（タイプ：横型端子台別置き）

SD 11G02Q01-04JA 1/3
2016. 12	 初版 (YK)
2017. 04	 2 版 (YK)

380 16

124.5

25

24

132.5

7

483

57.2

429

電源スイッチ

デジタル入出力用コネクタ
（下からDIO1、DIO2、DIO3）

試料ガス出口
（Rc1/4または1/4NPT）

試料ガス入口（Rc1/4または1/4NPT）
パージガス入口（Rc1/4または1/4NPT）

ヒューズ

電源

電源（M4ねじ端子）
（電源ケーブル”-NN”の場合）

電源（M4ねじ端子）
（電源ケーブル”-NN”の場合）

<背面図>

通信用コネクタ（RS-485）

アナログ出力用コネクタ（A/O）

外部入力用コネクタ
（A/I）

単位：mm
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465
450以上

4-M6

ラック取付け位置

質量：約 11 kg

メンテナンススペース

分析部
（引き出し時）

分析部
（設置時）

約500mm

約500mm

	 パネル、ロッカーなどに組み込んで使用する場合、IR250 の上方 10 cm は放熱用に空間を確保してください。
	 また、同一ラックへ上下多段に渡り IR250 を設置する際にも、各々の IR250 にて、上方空間を確保してください。
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端子接続図
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（注） 標準仕様では、表示Chの番号と
 AOの番号は同一です。
 空欄のピンは使用しないでください。

D-sub　25ピン　メス D-sub　9ピン　メス

外部入力用コネクタ(A/I)
（Ｏ2入力用）

アナログ出力用コネクタ(A/O) 通信用コネクタ
（RS-485通信用）

DI1+
DI1-
DI2+
DI2-
DI3+
DI3-

DO1

DO2

DO3

DO4

DO5

DI4+
DI4-
DI5+
DI5-
DI6+
DI6-

DO6

DO7

DO8

DO9

DO10

DI7+
DI7-
DI8+
DI8-
DI9+
DI9-

DO11

DO12

DO13

DO14

DO15

NC
com
NO
NC
com
NO
NC
com
NO
NC
com
NO
NC
com
NO

13 1

25 14

1
14

2
15

3
16

4
17

5
18

6
19

7
20

8
21

9
22

10
23

11
24

12
25

13

（注） DIO1、DIO2、DIO3は
 内部回路も同じです。
 空欄のピンは使用しな
 いでください。

D-sub　25ピン　メス

デジタル入出力用コネクタ
(DIO1、DIO2、DIO3)

接点入力
OFF：0 V
ON：12～24 V DC

接点出力容量
24 V DC/1A

DIO1
コネクタ

DIO2
コネクタ

DIO3
コネクタ
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デジタル入力信号の内容
DI1 リモートホールド
DI2 平均値リセット
DI3 自動校正スタート
DI4 簡易ゼロ校正スタート
DI5 リモートレンジ 1
DI6 リモートレンジ 2
DI7 リモートレンジ 3
DI8 リモートレンジ 4
DI9 リモートレンジ 5

デジタル出力信号の内容
1成分計 2成分計 3成分計 4成分計

DO1 計器異常 計器異常 計器異常 計器異常
DO2 校正異常 校正異常 校正異常 校正異常
DO3 （自動校正中） （自動校正中） （自動校正中） 自動校正中
DO4 （ゼロ） （ゼロ） （ゼロ） ゼロ
DO5 （Ch1 スパン） （Ch1 スパン） （Ch1 スパン） Ch1 スパン
DO6 ― （Ch2 スパン） （Ch2 スパン） Ch2 スパン
DO7 ― ― （Ch3 スパン） Ch3 スパン
DO8 ― ― （レンジ識別 Ch1）Ch4 スパン
DO9 ― （レンジ識別 Ch1）（レンジ識別 Ch2）レンジ識別 Ch1
DO10 レンジ識別 Ch1 （レンジ識別 Ch2）（レンジ識別 Ch3）レンジ識別 Ch2
DO11 （アラーム 1） （アラーム 1） （アラーム 1） アラーム 1
DO12 （アラーム 2） （アラーム 2） （アラーム 2） アラーム 2
DO13 （アラーム 3） （アラーム 3） （アラーム 3） アラーム 3
DO14 （アラーム 4） （アラーム 4） （アラーム 4） レンジ識別 Ch3
DO15 （アラーム 5） （アラーム 5） （アラーム 5） レンジ識別 Ch4

注：	 接点出力は、各状態アクティブで NO 側接点が閉じます（レンジ識別信号以外）。
	 レンジ識別信号は以下となります。 

		  L レンジ NO 側：閉 
		  H レンジ NC 側：閉


